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仏
像
を
修
理
す
る
学
生
た
ち
11東
山
区
の
京
都
美
術
工
芸
大

本物に触れ

学内ギャラリーに展示された
屏風の前で話す冷泉為人学長

磨＜
 

感性

,．
 な

Ir編
寺
ピ
迂

公
募
展
受
賞
重
ね
社
会
へ

五
感
で
感
じ
る

作
業
台
に
解
体
さ
れ
た
仏
像
が
並

ぶ
。
作
務
衣
姿
の
学
生
が
真
剣
な
表
情

で
、
脱
脂
綿
で
部
材
に
残
る
古
い
接
着

剤
を
取
り
除
い
て
い
く。

「
彩
色
が
は
が
れ
な
い
よ
う
に
」

小
林
泰
弘
教
授

(58)
が
注
意
を
促

す
。
東
寺
の
四
天
王
立
像
な
ど
の
修
理

を
手
が
け
て
き
た
専
門
家
だ
。

1
S
4年
ま
で
36人
が
学
ぶ
文
化
財

情
報
コ
ー
ス
。
週
1
回、

3
コ
マ
通
し

の
実
習
で
、
預
か
っ
た
仏
像
を
修
理
し

て
い
る
。

仏
像
は
、
南
丹
市
に
ま
つ
ら
れ
て
い

た
市
指
定
文
化
町
の
三
十
三
観
音
像

だ
。
江
戸
時
代
の
作
だ
が
、
像
が
傾
い

て
楊
み
が
激
し
い
。
そ
こ
で
地
元
地
区

と
大
学
、
市
が
連
携
し
、

3
年
前
に
実

習
が
始
ま
っ
た
。

毎
年
、
大
学
に
運
ぶ
の
は
数
体
。
像

の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
調
査
し
た

う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
と
工
程
で

修
理
す
る
か
決
め
る
。
修
理
は
1
年
が

か
り
に
な
る
と
い
う
。

「
学
生
が
本
物
の
仏
像
に
手
を
触
れ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
報
告
書
ま
で
書
く

の
は
全
国
で
も
珍
し
い
」
と
村
上
降
副

学
長
(64)。
京
都
国
立
博
物
館
の
学
芸

部
長
も
務
め
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
。

本
物
に
こ
だ
わ
る
の
は
理
由
が
あ

る。

「自
ら
の
五
感
で
文
化
財
に
触
れ

る
こ
と
で
、
そ
れ
を
作
り
、
伝
え
て
き

た
人
々
の
思
い
や
、
も
の
づ
く
り
の
本

質
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い。

本
物
を
前

に
す
る
と
、
学
生
の
立
ち
居
振
る
舞
い

が
変
わ
る
」

3
年
の
井
下
紗
恵
さ
ん
(21)
は
「
大

事
に
ま
つ
ら
れ
て
き
た
仏
像
に
私
が
触

れ
て
い
い
の
か
と
、
お
そ
れ
お
お
い
気

持
ち
」
と
話
す
。

学
生
は
、
正
倉
院
（
奈
良
市
）
の
宝

物
の
復
元
模
造
品
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
参
加
。
さ
ら
に
、
多
く
の

国
宝
や
重
要
文
化
財
に
接
す
る
こ
と

か
い
わ
い
の
環
境
を

三
間
堂
や
京
都
国
立
博

が
で
き

tQん彦
字

生
か
し、

三
十

物
館
な
ど
を
回
っ
て
リ
ポ
ー
ト
を
ま
と

さ

い

た

め
て
い
る
。
3
年
の
最
田
真
末
さ
ん

(20)
は
「
技
法
を
学
ぶ
ほ
ど
昔
の
人
の

技
の
す
fJ
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
。卒

業
後
の
進
路
は
美
術
印
刷
会
社
や

漆
工
房
、
社
寺
建
築
な
ど
。
博
物
館
の

学
芸
員
や
、
文
化
財
を
活
用
す
る
観
光

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
も
多
い

と
い
う
。

「本
物
に
触
れ
て
磨
い
た
感
性
は
ど

ん
な
職
業
に
就
い
て
も
生
き
る
。
文
化

財
の
活
用
を
考
え
る
と
き
も
、
や
っ
て

い
い
こ
と
と
ダ
メ
な
こ
と
は
区
別
で
き

る
は
ず
で
す
」
と
村
上
副
学
長
。

4
月
に
学
長
に
就
い
た
冷
泉
為
人
さ

ん
(73)
は
、
藤
原
俊
成
・
定
家
を
祖
先

に
も
つ
冷
泉
家
の
25代
当
主
だ
。
多
数

の
古
典
籍
を
守
り
伝
え
る
冷
泉
さ
ん
は

こ
う
話
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色

々
な
答
え
が
出
て
く
る
時
代
だ
が
、
人

生
に
答
え
は
な
い
か
ら
こ
そ
歴
史
や
文

化
を
学
ん
で
考
え
る
。
そ
し
て
社
会
と

ぶ
つ
か
っ
て
、
ま
た
考
え
る
と
い
う
繰

り
返
し
が
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
伝
え

こ
、
」
1
?
 

（
久
保
智
祥
）

次回 (19日）は神戸学院大学を紹介します。

文
化
財
の
本
質

京
都
美
術
工
芸
大
学

（
京
都
市
東
山
区
）

一
歩

企
業
連
携
ゼ
ミ
で

3
次
元
表
現

K.YOBI 

建
築
と
伝
統
工
芸
（
来
春
に
美

術
工
芸
に
改
称
）
の
2
学
科
が
あ

り
、
約
4
0
0人
が
デ
ザ
イ
ン
や

建
築
、

工
芸
、
文
化
財
に
つ
い
て

実
践
的
に
学
ぶ。

最
短
で
3
年
生
の
う
ち
に
2
級

建
築
士
や
木
造
建
築
土
の
資
格
を

取
毎
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
の
専
門

学
校

「京
都
建
築
大
学
校
」
と
連

携
。
建
築
の
構
造
や
デ
ザ
イ
ン
を

学
ぶ
大
学
の
講
義
に
加
え
、
受
験

資
格
を
得
る
の
に
必
要
な
専
門
的

な
科
目
を
2
年
間
で
受
講
す
る
。

学
校
法
人
二
本
松
学
院
が
2
0

1
2
年
、

「日
本
の
伝
統
美
の
新

し
い
価
値
を
創
造
し、

世
界
へ
発

信
で
き
る
人
材
育
成
」
を
理
念

に
、
南
丹
市
に
開
学
。
希
望
者
に

は
毎
年
、
伝
統
的
な
工
芸
が
息
づ

く
イ
タ
リ
ア
で
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

今
年
4
月
に
は
東
山
区
の
鴨
川

沿
い
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
き
、

教
育
拠
点
を
全
面
移
転
し
た
●
京

都
市
と
は、

観
光
や
伝
統
産
業
の

`V•

9 

“、
大
阪
府ゎ

ダ

京
都
府

“き竺誓言=~悶
上品な器。制作したの

は工芸コースで陶芸を学ぶ吉岡
藷きん(22)だ。

京焼 • 清水焼の京都陶磁器協

会が主催する「わん ・ 碗 •.ON
E」展の公募展で、最優秀賞を

2回、優秀賞を 1回受賞。’ 卒業

後は幻の技法と言われる京薩摩

をよみがえらせた工房 「塗妥」

（伏見区）に入る。 「上絵付け

は使う色でまった＜別の作品に

なるのが魅力。 見た人がハッと

目を留め、じっく り見入るよう

な作品を作りたい」

指導する浅見武教授(55)は

「成形して焼くまでの華礎をし

建
築
と
工
芸

伝
統
学
ぶ

分
野
で
連
携
協
定
を
締
結
。

学
内

に
一
般
入
場
も
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
設
け
、

「洛
中
洛
外
図
屏

風
」
の
複
製
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
。

っかり教えつつ、公募展などに

出品することで社会へどう踏み

出すか意識づけたい」 と話す。

口三戸'~ゞ「〗
組で並ぶ。総合デザインコース

の学生が取り組むのは、ゲーム

の背景となる 3次元のCG Cコ

ンピューター・ グラフィック）

膝
か
ら
下
は
す
っ
と
細
く
、
太
も
も
ま
わ
り
は
ゆ
っ
た
り
の
テ
ー
パ
ー
ド
シ
ル
エ
ッ
ト
。

3
Dパ
タ
ー
ン
や
膝
に
ダ
ー
ツ
を
入
れ
る
こ
と
で
脚
を
立
体
的
に
見
せ
る
工
夫
な
ど
で
、

は
き
や
す
い
の
に
美
脚
に
見
え
る
と
大
評
判
。

す
で
に
累
計
で
3
5
,
0
0
0
本
も
売
れ
て
い
る
ケ
イ
カ
ラ
ッ
ト
自
慢
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。

あ
な
た
も
、
今
す
ぐ
お
試
し
を
！

輝く女性のリアル・シック・クローズ〈ケイカラット〉

Kear~ 
黒
田
知
永
子
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

み
ん
な
が
満
足
し
た

美
シ
ル
エ
ッ
ト

お客様の声
ヽ I股 いたときの肌 にあたる滑らかさ、

足 がきれいに見えるように考えられていて、それで

いて窮屈な感じがまったくないデザインやステキ

な色 合 いに大 満足 の一本になりました。

341プラック

前 回、 グ レーを購入し、形も

生 地も気に入りました。今 回、

ネイピーを購入しました。とても

スクイル良く履けました。

342ホワイト

この広告を見られた方に！
12/15までのお試し価格

・ 通常価格 ¥7,020(!!::OJ 

¥5,900c税込）一［ 送料無料 ］ 

-叶 設下69cm)

--~ 殷下72cm)

--l殷下75cm)

テーパードデニムパンツ

242-カラー□□□サイズ□ 股下□

※雷号を組み合わせた8桁が注文番号です。

カラー
" "' 

340ブルー

341プラック

342ホワイト

サイズ
"' 

0 58-87 
1 61-89 

2 64-91 

殷下(cm)

0 69 

1 72 

343グレー

344ネイビー

345ダークネイピー

3 67-93 
4 70-95 

5 73-97 

2 75 

こ注文の際は、8ケタの注文書号

をお控えください。

例えば••
カラー ／ネイピー (344)

サイズ/67-93(3) 
股下/69cm(O)なら

注文番号 242-34430

サイズ ウエスト ヒッブ

o: 58-87 67(58) 86 (87) 

1:61-89 70(61) 89(89) 

2: 64-91 73(64) 92 (91) 

3: 67-93 76 (67) 95 (93) 

4: 70-95 79 (70) 98 (95) 

5: 73-97 82 (73) 101(97) 

※（）内は基本身体寸法ぽード寸法）

●後ろ：ヨーク切替え、左右ポケット、左
右ダーツ●〈サイズ：64-91殷 下72cm
の場合〉股上約22、わたリ幅約28、裾
幅約15.S、総丈約93.5cm●〈織物〉綿
98'16、ポリウレタン2'16(デニム）●製品
洗い加工●中国製
※索材の特性上、着用時の摩擦や洗濯1こ
より色移リや色落ちが生じます。
翠ややヒップハンガーで刀漕用設定になっ
ておリます•ウエスト寸法が大きいのは、
腰脅の位置で着用していただくためです．

I泥冒讀OKI

a 
商品のこ注文

BELLE MAISON 

◎左記注文番号でこ注文いただいた場合に限りお試し価格と

なります。全国どこでも送料無料でお届けします。

◎在庫がある場合、こ注文の翌日-3日前後でお届けします。

※下記「個人情報保護に関する取り組み」に同意いただいた上でご注文ください。

! 電 話 I 
ベルメゾンコールセンター〈注文詈号をお申l,付けください。）

國定電話から通話料無料〈受付時間：9時-21時〉

臨 0120-11-1000
鱒●●甑•PHSから通話料はお客様負担〈受付時間：9時- 21 時〉

喜 0570-08-1000

インタ ーネ ット I 
PC・スマホからもアクセスできます。

Owww.bellemaison.jp/order 

11 ペルメゾンご注文 藍置.,
〇注文●号を●纂入力してください。

口鸞交メ翌誓璽［県［喜〗
商品到着後14日以内にお支払いください。●商品と一緒にお届けす

る振込用紙でコンピニゆうちょ銀行または、 郵便局・ペイジーよりお

支払いください。（手数料無料）※その他のお支払い方法につきまし

ては、．ベルメゾンコールセンターまでお問い合わせください。

株式会社干趣会は「個人情報保護に関する干趣会の取り組みJを定め、 お客様からお預かりす

る個人情報の遍切な管理a崖持に努めます。「偏人情報保護に閲する干趣会の取り組み」の

全文は、 当社ホームページhttp://www.senshukai.co.Jp/privacyをご覧ください。

株経社千趣会 〒530-0035大阪市北区同心1-8-9 J~AIA. 
--·-一••••

ム 、’ ヽ


